
『Ａｎｙ』

作詞：桜井和寿

上辺ばかりを撫で回されて

急にすべてに嫌気がさした僕は

僕の中に潜んだ暗闇を

無理やりほじくり出してもがいてたようだ

真実からは嘘を

嘘からは真実を

夢中で探してきたけど

今 僕のいる場所が 探してたのと違っても

間違いじゃない きっと答えは一つじゃない

何度も手を加えた 汚れた自画像に ほら

また 12色の心で 好きな背景を描きたして行

く

いろんなことを犠牲にして 巻き添いにして

悦に浸って走った自分を時代のせいにしたんだ

「もっといいことはないか？」って言いながら

卓上の空論を振り回してばっか

そして僕は知ってしまった

小手先でやりくりしたって

何一つ変えられはしない

今 僕のいる場所が 望んだものと違っても

悪くはない きっと答えは一つじゃない

「愛してる」と君が言う 口先だけだとしても

たまらなく嬉しくなるから それもまた僕にと

って真実

交差点 信号機 排気ガスの匂い

クラクション 壁の落書き 破られたポスター

今 僕のいる場所が 探してたのと違っても

間違いじゃない いつも答えは一つじゃない

何度も手を加えた 汚れた自画像に ほら

また 12色の心で 好きな背景を描きたして行

く

また描きたして行く

そのすべて真実



『恋』

作詞・作曲 星野源

営みの

街が暮れたら色めき

風たちは運ぶわ

カラスと人々の群れ

意味なんか

ないさ暮らしが あるだけ

ただ腹を空かせて

君の元へ帰るんだ

物心ついたらふと見上げて思うことが

この世にいる誰も二人から

胸の中にあるもの

いつか見えなくなるもの

それは側にいること

いつも思い出して

君の中にあるもの

距離の中にある鼓動

恋をしたの貴方の

指の混ざり 頬の香り

夫婦を超えてゆけ

みにくいと秘めた想いは色づき

白鳥 は運ぶわ

当たり前を変えながら

恋せずにいられないな似た顔も虚構にも

愛が生まれるのは一人から

胸の中にあるもの

いつか見えなくなるもの

それは側にいること

いつも思い出して

君の中にあるもの

距離の中にある鼓動

恋をしたの貴方の

指の混ざり 頬の香り

夫婦を超えてゆけ

泣き顔も 黙る夜も 揺れる笑顔も

いつまでも いつまでも

胸の中にあるもの

いつか見えなくなるもの

それは側にいること

いつも思い出して

君の中にあるもの

距離の中にある鼓動

恋をしたの貴方の

指の混ざり 頬の香り

夫婦を超えてゆけ

二人を超えてゆけ

一人を超えてゆけ



『ＲＡＩＮ』

作詞：Fukase/Saori

魔法は いつか解けると 僕らは知ってる

月が咲いて太陽が今枯れた

傘を差し出す君に映る僕は濡れてない

水たまりに映る僕は雨に濡れてた

幸せなような 涙が出そうな

この気持ちはなんて言うんだろう

ファフロツキーズの夢を見て起きた

涙が頬で乾いていた

虹が架かる空には雨が降ってたんだ

虹はいずれ消えるけど

雨は草木を育てていくんだ

虹が架かる空には雨が降ってたんだ

いつか虹が消えてもずっと僕らは空を見上げる

真っ白な夜に 遠くを走る汽車の影

静寂  と僕ら残して過ぎ去っていく

逃げ出したいような 心踊るような

この気持ちはなんて言うんだろう

鏡の前で顔を背けたのは

ずっと昔のことのようで

虹が架かる空には雨が降ってたんだ

虹はいずれ消えるけど

雨は草木を育てていたんだ

虹が架かる空には雨が降ってたんだ

忘れないよ

こんな雨の日に空を見上げてきたこと

虹が架かる空には雨が降ってたんだ

虹はいずれ消えるけど

雨は草木を育てていくんだ

虹が架かる空には雨が降ってたんだ

いつか虹が消えてもずっと僕らは空を見上げる

雨が止んだ庭に 花が咲いてたんだ

きっともう大丈夫

そうだ 次の雨の日のために 傘を探しに行こう



『３月９日』

作詞：藤巻亮太

流れる季節の真ん中で

ふと日の長さを感じます

せわしく過ぎる日々の中に

私とあなたで夢を描く

３月の風に想いをのせて

桜のつぼみ は

春へとつづきます

溢れ出す光の粒が

少しずつ朝を暖めます

大きなあくびをした後に

少し照れてるあなたの横で

新たな世界の入口に立ち

気づいたことは １人じゃないってこと

瞳を閉じれば あなたが

まぶたのうらに いることで

どれほど強くなれたでしょう

あなたにとって私も そうでありたい

砂ぼこり運ぶ つむじ風

洗濯物に絡まりますが

昼前の空の白い月は

なんだかきれいで 見とれました

上手くはいかぬこともあるけれど

天を仰げば それさえ小さくて

青い空は凛と澄んで

羊雲は静かに揺れる

花咲くを待つ喜びを

分かち合えるのであれば それは幸せ

この先も 隣で そっと微笑んで

瞳を閉じれば あなたが

まぶたのうらに いることで

どれほど強くなれたでしょう

あなたにとって私も そうでありたい


